
■対象者…資本金3億円未満の中小会員企業177社

■回答数…48社／106名 　　　　　　　　　　　
■回答期間…平成25年10月21日～11月1日       

　

携帯端末（スマートフォン・タブレット）の活用に関するアンケート結果
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端末購入（契約）の種別

業務への利用状況

「利用している」と回答した方
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①メールの送受信

②スケジュール管理

③会社のグループウェア（掲示板やスケジュールなど）

④業務としてSNS（Facebookなど）

⑤設計図書等閲覧（クラウドあり）

⑥設計図書等閲覧（クラウドなし）

⑦業務報告（進捗報告や社内報告等）

⑧施工管理（写真撮影や歩掛かり等）

⑨現場にてツールとして（水準器・測距等）

⑩その他

スマートフォン（n＝50） タブレット（n=16)

利用方法（複数回答可）

現時点での不満点、今後改善したいことなど

●現時点でスマホを使い切っていない。今後、使用方法を勉強していきたい。

●会社の中では、こうした情報端末の必要性（重要性）の認識が十分ではなく、デジタル
デバイドは自社の個人間のみならず、企業規模や姿勢にも大きく影響している。

●会社の年配の方がメール等の利用方法がわからず連絡が来ない、連絡がつかない。
●会社として対策が必要（グループウェアなど）。

●今後、タブレットを業務に取り入れていきたい。活用方法としてグループウェアを
考えていきたい。業務報告に利用して問題点等を動画の送受信で実現できればと考える。

など

「利用している」と回答した方
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【スマートフォン】

●スケジュール管理（工程管理含む） ●情報共有（グループウェア利用）

●メールの送受信 など

【タブレット】
●設計図書、現場写真など各種資料の閲覧 ●営業、顧客先でのプレゼン利用
●情報共有（グループウェア利用） ●業務報告 ●原価管理、工程管理
●現場作業の効率化 など

【スマートフォン】
●会社の導入決定または会社からの支給 ●業務上必要になったとき

●端末及び利用料金の低価格化 ●操作の簡易性の向上
●バッテリーの向上 ●セキュリティの向上

●利用して得られる利点を教えてほしい。
●どんな使用用途があるのかわからな い。

●電話機能とデータは別々の機械が使いやすい。
●通常の携帯で慣れていて、十分活用している。 など

【タブレット】

●業務上必要になったとき（現在の業務（部署）では必要ない）
●端末の低価格化 ●操作の簡易性の向上

●どんな使用用途があるのかわからない。
●連絡やスケジュール管理等は携帯端末にこだわる必要はない。 など
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今後、スマートフォンやタブレットを
業務で利用したいと思うか

「利用していない」と回答した方

「はい」と回答した方

どのように業務に利用したいと思うか

「いいえ」と回答した方

どのようになれば業務に利用したいと思うか
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